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4π均一方向特性ディテクタによる GPS 連動走行毎秒測定システム 

平山貴浩、河野孝央 

日本遮蔽技研 

１．はじめに 

 福島第一原発事故以前の空間線量測定は、放射線施設内や施設サイト周辺の、限定された領域

に限られており、多くの場合、放射線源の存在する方向を特定することができるため、測定に使

用され線量計なども、そういった観点から製作されていた。しかしながら事故で広範囲にわたる

放射能汚染が発生し、その結果、放射線源の方向が特定できず、場合によっては変化をともなう、

いわゆる野外汚染地域が生まれた。そのような地域の放射線場は、あらゆる方向から放射線が飛

び交う。そのため空間線量をモニターする場合、これまでとは違った観点から測定を行う必要が

あり、線量計もこうした放射線場に対応できるものでなくてはならない。そのため本研究におい

ては特に、線量計感度の方向依存性と測定の迅速性をテーマに、GPS 連動型空間線量率自動記録

システム（Non-Stop Generalize System: NGS システム）の開発に取り組んだ。こうしたシステ

ムはすでに開発され、現場で活用されている例もあるが、NGS システムでは、それらの既存シス

テムに比べて、空間線量測定における方向依存性と迅速性の点で優れているといえる。以下、シ

ステムの概要を紹介するとともに、野外測定の例を示した。

２．NGS システムの概要と野外測定例 

本システムでは放射線検出器として5イ

ンチφCsI(Tl)シンチレーション検出器

（浜松フォトニクス C12137-10）を使用し

ている。この検出器は前方から入射する放

射線に対して、高感度である。しかしなが

ら、他の面では極端に低く、放射線の入射

方向により最大 40%以上の違いがあった。

野外測定では、この方向依存性が、重篤な

過小評価を生み出す。そのため本システム

の開発に当たって、検出器周辺を適切に遮

蔽することにより、感度を揃えた。また 12

方向入射での測定試験にもとづいて、方向

依存性は最大 6%程度であることを確認し

た。さらに、検出器を走行車両に取り付け

て、時速 40km の速度で走行した場合、約

10m 間隔で線量率を測定できることが分か

った。本システムでは、これらの測定デー

タと、GPS に基づく位置情報を組み合わせ、

ペアーデータとして保存することができ

る。したがって測定終了後に、詳細なデー

タ解析が可能である。本研究では、開発し

た NGS システムの機能を確認するため、こ

れまで何度か、路上走行測定を行ってきた

が、結果の一例を Fig.1 に示す。なお Fig.1

の詳細は、当日、紹介させて頂きたい。
Fig.1  NGS システムを用いて行った 

走行サーベイの測定例 
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